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Ⅰ．はじめに

21 世紀は感染症との戦いの時代と言われ、エボラ
出血熱、MERS（中東呼吸器症候群）、SARS（重症急
性呼吸器症候群）などが挙げられるが、2009 年の新
型インフルエンザのパンデミックが記憶に新しい。日
本ではおよそ 200 人が死亡し、2000 万人以上が感染
したとされ（中村，2019））、これまで新型インフルエ
ンザによるパンデミック脅威に警戒が払われてきた。
2019 年 12 月中国の武漢での感染症者発生に始まっ
た新型コロナウイルス感染拡大は、重症化しやすく致
死率が高いこと、ワクチンも治療薬もないことなど脅
威が報じられた。日本では、2020 年 1 月 20 日に横浜
港を出港したクルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス
号」の乗客で、1月 25 日に香港で下船した 1人が新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）に罹患してい
たことが 2月 1日に判明し、横浜港で検疫が実施され
た（山岸，神谷，鈴木，柿本，2020）。
新型コロナウイルスはヨーロッパを中心に世界中に
拡大し、世界保健機関（WHO）は 3 月 11 日「パン
デミック」を宣言した。その後も、世界は入国禁止や
ロックダウンに踏み切り、感染拡大防止対策をとって
きたが、感染は世界中に拡大した。日本の状況は、緊
急事態宣言が発出されて 5月に第 1波が収束したかの
ように見えた。しかし、再度 7月 31 日にピークとな
る第 2波が襲来し、12 月には第 3 波による感染者数
が増加している。
大学教育は大きな影響を受け、緊急事態宣言による
大学への休業要請が発出され、対面での授業の提供が
困難となった。看護学臨地実習についても、まず高齢

者施設から受け入れ辞退の通知が届き、各実習病院か
らも徐々に実習受け入れ辞退を検討しているとの連絡
が入った。大学として、看護学教育を如何に提供でき
るのか、臨地における看護学実習ができない場合、如
何に教育の質を保証するのかについて、緊急に対応す
る必要があった。さらに、学生、教職員を感染から如
何に守るかとの課題にも取り組む必要があった。
そこで、本学として、教育の質保証を見据え、熟考
して迅速に感染予防対策について緊急対応を行ってき
た。この対応を記録にとどめ、将来的に本学の看護学
教育の質保証と感染予防対策に生かしていきたい。

Ⅱ．日本における新型コロナウイルス感染拡大

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、感染
症法に基づく指定感染症に指定され（2020 年 1 月 28
日）、診断した医師は感染症発生動向調査が義務付け
られ、保健所に届け出ることとなった。政府は新型コ
ロナウイルス感染症対策本部の下に、感染症の専門家
から構成された新型コロナウイルス感染症対策専門家
会議を設置し、対策が実行された。保健所では、感染
者に対して濃厚接触者を聞き取り隔離することによっ
て集団感染（クラスター）の発生を抑え込む方法がと
られた（渡邊，野田，赤木，関，杉下，吉田，矢内，
2020）。
2020 年 3 月 19 日（木）の専門家会議報告、その後
の政府方針概要は、①感染拡大がみられない地域で
は、学校再開・大規模イベントも開催が可能である
が、その場合感染拡大防止の十分な対策が実施される
ことが前提であり、開催の可否は主催者の判断によ
る、②文部科学大臣は休校要請を延長しないこと、新
学期からの学校再開向けたガイドラインを早いうちに
公表するとのこと、③感染防止に失敗すると、感染経
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路の特定困難な不顕性感染者が知らぬ間に増加し、あ
る時オーバーシュート（爆発的患者急増）を起こしか
ねないと懸念を示し、引き続き慎重な対応を求めるこ
と、であった。
その後も日本における感染者数は増加し、7都府県
に新型インフルエンザウイルス等対策特別措置法に基
づく緊急事態宣言が 2020 年 4 月 7 日に発出された。
愛知県は独自の緊急事態宣言を発出し、三重県と岐阜
県がそれに続いた。その後 4月 16 日には緊急事態宣
言が全都道府県に拡大され、愛知県も特定警戒都道府
県に指定された。実効再生産数（1人の感染者が生み
出した二次感染者数の平均値）が 1.0 未満になると感
染者数が減少に向かうこととなる。感染拡大を防ぐた
めに休業要請が出され、密閉（換気の悪い密閉空間）、
密集（多くの人が密集）、密接（互いに手を伸ばした
ら届く距離）での会話や発声を避けるよう提言がなさ
れ、外出自粛が繰り返し叫ばれた。
感染経路が特定できない患者数は増加したものの、
5月 14 日に 39 県が、25 日には東京を含む全都道府県
が解除された。ただし、愛知県は、2020 年 5 月 31 日
まで独自の緊急事態宣言を継続すると発表した。東京
都の 1月 16 日～ 4月 30 日までの期間に報告された感
染者数は 4,109 名であり（渡邊，野田他，2020）、愛
知県の 4月 30 日現在の感染者総数は 487 名であった
（https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/）。 日
本では、結果的に感染者数と死亡者数が低く抑えら
れ、WHOから日本は感染制御に成功した国と評価さ
れた。諸外国からは、この結果に対しジャパニーズミ
ラクルと評され、的外れの感染対策であったが奇妙な
成功、国民の努力によると評価された。
緊急事態宣言が解除され、新型コロナウイルス感染

の第 1波を乗り越えて安堵したものの、7月に入り感
染者数は 7月 31 日にピークとなるまで増加した第 2
波が襲来した。9月には感染者数が減少したが、11 月
から再び増加を示し、12 月には感染拡大の第 3波によ
る感染者数増加の様相を見せている。7月 22 日に始
まり感染拡大のなかで継続されたGo To トラベルは、
12 月 28 日から全国一斉に中止することが決定された。

Ⅲ．新型コロナウイルス感染予防対策本部の設置

2019 年度第 11 回経営会議（2020 年 2 月 21 日開催）

において、新型コロナウイルスへの感染予防対策が審
議され、衛生委員会として、不要不急な外出の回避、
マスク着用の徹底、咳エチケット、換気の推奨、手指
消毒剤の使用等から成る「新型コロナウイルス感染に
関する注意喚起」をホームページに掲示した。卒業式
については来賓の招待を中止し内部での式の挙行が予
定されたが、その後の感染拡大によって中止すること
が決定された。第 12 回経営会議（2020 年 3 月 24 日
開催）において、新型コロナウイルスへ感染症予防に
関する方針が審議され、「COVID-19 感染拡大状況と
授業開始・感染予防対策」として、教授会へ協力要請
がなされた。
2020 年 4 月 1 日の新入生オリエンテーションにお

ける感染予防対策について、具体的に計画実施するこ
とが早急に必要であり、感染拡大状況を把握し対策を
決定するために、指示系統を一元化して実行にまで進
める体制が必要であった。そこで、本学危機管理規程
に基づき、3月 27 日には新型コロナウイルス感染予
防対策本部（以下、「対策本部」という。）を立ち上げ、
3月 30 日（月）に第 1回対策本部会議を開催した。
基本方針として「新型コロナウイルス感染拡大を予
防して、学生・教職員及び地域の安全を守る。」を掲
げた。対策本部に、本部長、副本部長、本部要員及び
事務局を置き、機能班として講義・演習班、実習班、
大学院教務・学生班、学生班、生活活動班、情報収集
班、設備・備品班、学生連絡・調査班、学生対応班、
教職員対応班、広報班を置いた。さらに、作業部会と
して、感染症フロー、消毒方法・手順、情報ネット
ワーク支援を置いた。各班の担当者及び役割は、表 1
に示したとおりである。
最重要課題は、このような緊急事態に、学生の安全
を守り、本学の教育の質を保証することである。対策
本部は、緊急事態宣言の継続を前提として感染拡大状
況を把握したリスクマネジメントを行う必要があり、
2～ 3 か月前には授業、実習、行事等の方向性を決め
て、1か月前に方針を確定する方法をとった。また、
国家試験受験資格に抵触しないように留意し、教育方
法の変更については、教育の質保証委員会又は教授会
での審議を経ることとした。さらに、地域の安全を守
るためには、感染予防行動の習得と啓発活動が必要
である。本学の下間教授（Infection Control Doctor：
ICD）が制作するイラストで理解する感染予防の知識
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表 1　新型コロナウイルス感染予防対策本部組織図
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と感染予防行動に関するパンフレットを公開し、啓発
活動に尽力した。

Ⅳ．新型コロナウイルス感染予防対策本部にお
ける審議

新型コロナウイルス感染第 1波に対応するために、
対策本部の会議は 2020 年 3 月 30 日（第 1 回）から
14 回開催された（4月 1日、6日、8日、9日、16 日、
22 日、28 日、5 月 7 日、13 日、20 日、26 日、6 月 2
日、7 月 1 日）。第 2 波に対応するために 7 月 29 日
（第 15 回）、11 月 25 日（第 16 回）に開催された。会
議では、各班の活動が報告され、主に審議された内容
は以下のとおりである。

1．第 1回会議（2020年 3月 30日）
対策本部において、感染予防対策を基盤とした学生
への対応、授業方法、臨地実習、学内行事等、本学の
基本方針を決定し、全教職員に周知して協力を得た。
基本方針は、学内ネットワークから学生と教職員に
発信し、本学ホームページ（https://www.rctoyota.
ac.jp/information/regulation.html）に掲載すること
で社会へ発信した。
次に、災害対策委員会委員長が「学生オリエンテー
ション及び授業開始に向けた対応」に関するリーダー
として本部長から委任された。新入生オリエンテー
ション（4月 1日）、在学生オリエンテーション（4月
8日）におけるスクールバス、学生の体調確認、会場
誘導方法、講堂、食堂の感染対策について、下間教
授（ICD）を中心に感染予防方法が論議され、決定さ
れた。
また、体調不良者の対応手順・情報共有方法、学内
の手指消毒薬・サージカルマスクの在庫確認、共用部
分（ドアノブ、机、食堂テーブル等）の消毒方法と消
毒薬、教室の座席指定、食堂のテーブルへの番号付
与等が検討された。また、基本的なマスクの着脱方
法、手指消毒方法について下間教授（ICD）によるイ
ラストを掲示し、マスク専用の廃棄ボックスが設置さ
れた。

2．第 2回会議（2020年 4月 1日）
新入生オリエンテーション（4月 1 日）の結果が報

告され、在学生オリエンテーション（4月 8 日）に向
けた対応が調整された。1月から 3月までの海外渡航
歴がある学生を確認し、4月 8 日において帰国後 2週
間が経過しない学生については自宅待機とし、出校可
能となった際に個別にオリエンテーションを行う方針
が決定された。
次に、食堂のテーブルのレイアウト変更、食事がで
きる場所の拡張（体育館、ヘルスプロモーションセン
ター）、テーブル番号の貼付、仕切り板の作成と設置
等の実施が決定された。
また、臨地実習施設から学生がサージカルマスクを
着用することを臨地実習時の条件とする連絡及び本学
の感染予防教育に関する問い合わせがあり、実習施設
からの受け入れ条件を一元化して確認し、全教員と共
有することとなった。
各看護学領域教授に対し、実習にて使用するサージ
カルマスクの必要枚数を改めて調査し、各領域が保管
するマスクを対策本部において集中管理すること、そ
の上で学生及び実習担当教員へサージカルマスクを大
学から配布することが決定された。さらに、実習施設
に対し、学生に手指消毒剤を配布し感染防止教育の実
施を連絡することとなった。
さらに、施設の利用方法について、学生の入り口を
キャンパスモールのみに限定し、入構時に手指消毒を
実施することとし、換気が不十分となるクラブ室の使
用禁止、5階以上のゼミナール室及びアクティブラー
ニングスペースへの立ち入りを禁止した。

3．第 3回会議（2020年 4月 6日）
本部長から、週末の全国の感染者数の推移をみる
と、感染経路が特定できない感染者が増えて、政府が
緊急事態宣言を検討していること、愛知県も感染が拡
大し、感染経路不明者が徐々に増加していることか
ら、授業開始を延期して 5月 11 日（月）からとする
提案がなされた。ただし、緊急事態宣言が発出され
た場合でも、4月 8 ～ 9 日に予定されているオリエン
テーションは実施し、感染予防に関する教育を実施す
る提案であった。
賛否両論の論議の結果、緊急事態宣言による休業要
請を受けて、その後に対応することは混乱を招くの
で、最悪の事態を想定して判断することとし、授業開
始を 5月 11 日とすることが承認された。新型コロナ
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ウイルス感染による影響は、今年度 1年間は続くこと
が予測され、本学では対策本部のもとに役割を明示し
て分担し、継続して対策等を実施することとなった。
引き続き、4月 8 日の在学生オリエンテーション、
4月 9 日の第 2回新入生オリエンテーションの実施方
法を確定し、5月 11 日以降の授業の対応については、
令和 2年 3月 24 日付け元文科高第 1259 号「令和 2年
度における大学等の授業の開始等について（通知）」
（文部科学省高等教育局長）に基づき審議され、方針
が決定された。

4．第 4回会議（2020年 4月 8日）
大学院生オリエンテーション（4月 3 日）、在学生
オリエンテーション（4月 8 日）の結果が報告され、
新入生オリエンテーションの改善点を調整した。続
いて、各班、作業部会からの進捗状況が報告され、
特に情報ネットワーク支援作業部会から、Teams
（Microsoft 社）を利用可能とするなど遠隔授業方法の
検討について報告がなされた。また、新型コロナウイ
ルス感染症に関する学部生・大学院生・教職員の健康
状態モニター手順が決定された。

5．第 5回会議（2020年 4月 9日）
新入生オリエンテーション（4月 9 日）の結果とし
て、食堂利用時のテーブル仕切り板を越えての会話、
消毒薬の不具合、等の課題が報告され、改善案が決定
された。
次に、4月 7 日に愛知県緊急事態宣言が発出された
ことに伴い、教職員の勤務体制が論議された。教員は
自宅勤務を原則とし、各領域で教員の自宅勤務計画を
作成すること、職員も自宅勤務を原則とし、各課を 3
チームに分け、1チームは出勤する調整がなされ、総
務課が把握することとなった。
学生と保護者へのメッセージとして、新型コロナ
ウイルス感染予防に対応した教育活動に関する指針
Ver.1（2020 年 4 月 13 日）が、学内ネットワークシ
ステムによって通知され、ホームページ上に掲載され
た（表 2）。臨地実習の実施に関する基本方針を示し、
さらに 2020 年度前期講義の形態について、5月 11 日
からのオンライン授業導入を検討するために、学生の
Web 環境等について調査したことを報告した。

6．第 6回会議（2020年 4月 16日）
全国的に緊急事態宣言が発出されたことに伴い、5
月 11 日からインターネットによる遠隔授業が開始で
きるように、情報ネットワーク支援室の森田教授に委
任がなされた。さらに、遠隔授業を中心に提供するた
めの授業スケジュールの再調整について、山田研究科
長へ委任がなされた。臨地実習に関する基本方針とし
て、7月 6 日（月）以降に実習期間を短縮して再配置
すること、感染拡大状況を判断して 6月 2日に最終決
定することが承認された。
また、教育活動に関する指針 Ver.2（2020 年 4 月
17 日）が同様に通知され、臨地実習の実施に関する
基本方針、臨地実習実施の前提条件に関すること、
2020 年度前期講義が 5 月 11 日から Teams 利用の遠
隔授業を開始することの決定が示された（表 3）。

7．第 7回会議（2020年 4月 22日）
臨地実習の再配置に関する調整が審議された。文部
科学省高等教育局、厚生労働省医政局等からの通知
「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う医療関係職
種等の各学校、養成所及び養成施設等の対応について
（2020 年 2 月 28 日）」に基づき、臨地実習の一部を学
内実習に切り替えること、教育の質を担保することが
論議された。
次に、講義スケジュールが調整された。Teams を
利用することが報告され、操作マニュアルの作成に関
する検討、課題配信の適正化、シラバスの再編集な
ど、教育の質を担保するための検討が実施された。ま
た、遠隔授業開催に向けて、4回線の同時配信及び接
続テストを行った。

8．第 8回会議（2020年 4月 28日）
遠隔授業に関する審議では、パーソナル・コン
ピュータ（以下、「PC」という。）、ネットワーク環境、
印刷機器に関する調査結果に基づき、対策が審議され
た。遠隔授業資料をデータ配信した上で、4月 30 日
に Teams による教務ガイダンスを実施し学生の受信
について確認することが決定された。さらに、データ
配信した資料については、全て印刷して紙媒体でも郵
送することとなった。
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9．第 9回会議（2020年 5月 7日）
緊急事態宣言が 5月 31 日まで延長されたことを受
けて、本学の教育活動の方針について審議された。本
学としては、当初の予定どおり 5月 11 日から遠隔授
業を、6月 1 日から人数を制限して学内実習を開始す
ることが確認された。また、検討課題として、感染拡
大の第 2波を想定し、後期の授業、臨地実習について
も検討する必要がある。今後感染拡大状況を確認し、
2か月前に方針を決定し、1か月前に最終決定するこ
とが決定された。

10．第 10回会議（2020年 5月 13日）
遠隔授業開始にかかる状況報告がなされ、概ね順調
に開始したことが確認された。授業の課題提出につい
て、紙媒体ではなく Forms の利用の可能性が報告さ
れ、継続審議となった。また、臨地実習参加の条件と
して、感染予防行動の獲得が求められたことに対し、
臨地実習前の学内実習において感染予防に関する演習
を実施することが合意された。
授業形態については、緊急事態宣言解除後も、前期
は引き続き遠隔授業を中心に実施することが確認され

表 2　新型コロナウイルス感染予防に対応した教育活動に関する指針Ver. 1

2020 4 13

Ver.1

  2020

 

 
 

 
 

 

 

 

 2020
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た。学内実習及び演習は計画どおり入構学生数を 135
人程度に調整して対面で実施すること、臨地実習につ
いても予定どおり 6月 2日に最終判断をすることが確
認された。
学生の入構については、6月 1 日から 1か月は学生
数の調整のため、学務課へ連絡する手続きをとって入
構を認めることとした。サークル室、ラーニングポッ
ドは使用を禁止し、図書館は利用できることとした。
教職員の勤務について、教員は 5月中を調整期間と
し、6月から通常勤務とし、職員は 5月から段階的に
通常勤務に戻すことが決定された。
今後、8月頃には第 2波が襲来することを想定し、
感染拡大状況を把握して迅速に柔軟に対応することが
確認された。

11．第 11回会議（2020年 5月 20日）
法律に基づく緊急事態宣言は 5月 14 日をもって解

除されたが、愛知県は 5月 31 日まで継続する方針を

示した。5月 18 日に新型コロナウイルス感染予防に
対応した教育活動に関する指針Ver.3（表 4）を示し
たが、学部生の不安や心配に配慮する学部長メッセー
ジを配信することが確認された。下間教授（ICD）に
よる必携・病院実習感染対策マニュアルが完成され、
学生に配布することが決定された。また、擦式手指消
毒液及び携帯用ポシェットを大学経費で購入し、4年
生の臨地実習時に配布することが決定された。

12．第 12回会議（2020年 5月 26日）
6 月 1 日以降の対応について審議された。学内実習
は 1日 135 人程度として入構人数を管理すること、そ
れに伴いスクールバスの運行計画が調整された。
学生が遠隔授業を受講する中、課題量が多く提出期
限にゆとりがない等の意見が伝えられ、実態を調査し
緊急対応を実施した。学生のサポートが必要と考えら
れ、チューターから毎週連絡すること、チューターを
支援する体制が確認された。学生への経済支援につい

表 3　新型コロナウイルス感染予防に対応した教育活動に関する指針Ver. 2

2020 4 17

 
Ver.2 

COVID-19 7
2020 4 16

COVID-19

 7 6
6 2

 
7 6

 

 

 

 

 5 11
 Teams

4 23
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ては、PCの貸与、困窮者への対応等経営会議で検討
することとなった。
また、6月 1 日から学内実習・学内演習が開始され
ることに先立ち、大学構内における感染予防対策につ
いて 5月 29 日付で説明文書に基づき周知された。

13．第 13回会議（2020年 6月 2日）
6 月 1 日の状況について、学生の体調不良者はいな
かったこと、スクールバスの乗車人数が最多数 34 名
であったこと、感染対策としてマスクを忘れた学生に

配布したこと等が報告された。講義室使用時には、換
気を実施するように注意喚起することとなった。
また、7月 6 日以降の臨地実習について、実習施設
に最終確認した後に予定どおり実施することが確認さ
れた。

14．第 14回会議（2020年 7月 1日）
学内のサージカルマスクを一元管理して、臨地実習
時に学生に配布することとした。しかし、新たに購入
することが困難なことから、実習場で使用することと

2020 5 18

 
Ver.3 

3
5 11 Teams

2

 

表 4　新型コロナウイルス感染予防に対応した教育活動に関する指針Ver. 3
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し、通学時には学生各自がマスクを準備することを
依頼することが決定された。臨地実習参加に際して
の健康観察モニターについて決定され、「健康状態モ
ニター手順（臨地実習）」として、全教職員に周知さ
れた。
後期の臨地実習について、冬季の感染流行が懸念さ
れるため、開始の 1週間前（9 月 21 日から）から期
間を短縮して配置すること、基礎看護学実習（2021
年 1 月～ 2 月）についても、11 月に再配置すること
が検討された。

講義について、2～ 3 か月前に方針を定め、1か月
前に決定することとした。後期の前半は対面授業と
し、後半はオンライン授業を中心に行う方針が決定さ
れた。教務委員会が授業スケジュール案を作成するこ
ととなった。また、学部学生と大学院学生に対し、通
信費の補助金として現金 10,000 円を手渡しで交付す
ることが決定された。
その後の感染拡大を受けて、7月 20 日付で感染予
防行動を喚起する「新型コロナウイルス感染予防に対
応した教育活動に関する指針Ver.4（表 5）を示した。

表 5　新型コロナウイルス感染予防に対応した教育活動に関する指針Ver. 4

2020 7 20

 
Ver.4 
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15．第 15回会議（2020年 7月 29日）
愛知県内の感染者数は 7月中旬から急激に上昇し、
実習病院から臨地実習受け入れ中止の連絡が入った
が、名古屋第二赤十字病院からは「現段階では受け入
れ継続」の回答を得て、4年生の実習について調整が
なされた。
第 1波の状況からは、感染拡大のピークから 2～ 3

か月間をかけて減少することが予測された。8月中旬
が感染拡大のピークであるとすると、徐々に減少しな
がら 10 月から 11 月まで継続されることが予測され
る。そのため、第 14 回会議の方針が継続されること
となった。
その後、感染拡大のピークが 7月 31 日であったこ
とが判明し、10 月は比較的に減少することが予測さ
れ、遠隔授業のスケジュールを組みつつ、10 月から
は一部対面授業を実施することとした。これらの方針
について、8月 3 日付「日本赤十字豊田看護学部生と
保護者の皆様へ」として示した（表 6）。
さらに、8月 6 日愛知県は独自の緊急事態宣言を発
出し、（1）不要不急の行動自粛・行動の変容、（2）感
染防止対策の徹底、（3）東京等への不要不急の移動自
粛が求められた。8月 6日付、8月 31 日付「日本赤十
字豊田看護学部生と保護者の皆様へ」として、感染予
防行動に関するメッセージを示した（表 7）。

16．第 16回会議（2020年 11月 25日）
11 月から 1 日の新型コロナウイルス新規感染者数
が増加し、第 3波が到来した。愛知県の新型コロナウ
イルス対策の指標としては「厳重警戒」であることを
共有した。これを受けて、11 月 20 日付「日本赤十字
豊田看護大学学部生と保護者の皆様へ」として、授
業・臨地実習の方針に変更はないことを発信した。
また、国としては大学への休業要請は行わない方針
であることから、大学独自で判断する方針を確認し
た。これまで、2～ 3 か月前には案を策定して、1か
月前の時点で決定する方針に基づき、講義・学内演
習・臨地実習について既に実施している計画が変更す
る必要はなく継続することが確認された。
今後、システムとして機能させるために、愛知県の
警戒レベルに対応する本学の方針が審議され、「日本
赤十字豊田看護大学新型コロナウイルス感染症対応ガ
イドライン」が確認された（表 8）。厳重警戒レベル

の「講義・演習・実習」の方針は、感染予防対策の上
で、警戒レベルの「講義・演習・実習の実施方法」を
原則として実施し、感染拡大状況に応じて実施方法を
見直し、遠隔に切り替えることが確認された。
卒業式及び入学式について検討がなされた。第 3波
の新たな感染者数のピークが 12 月末頃と考えると、
2～ 3 か月後の 3月中旬には新感染者数が減少するこ
とが推測された。そこで、来賓は招待せずに、理事長
はビデオレターとすることで、対面形式で実施するこ
とが決定された。
また、12 月 24 日付で「日本赤十字豊田看護大学学
部生と保護者の皆様へ」として、感染予防行動のさら
なる遵守を求めた。

Ⅴ．考察

2020 年は新型コロナウイルス感染拡大に明け、新
型コロナウイルス第 3波で終わろうとしている。この
間に、新型コロナウイルスについて徐々に解明されて
きた。本学では、ICD である下間教授が、新型コロ
ナウイルスに関する新たな知見を収集しては、その知
見と感染予防対策をイラストによって表現し数多くの
パンフレットを作成してきた。このパンフレットは教
職員・学生への啓発にとどまらず、ホームページ上に
ダウンロードできるように公開し、多くの看護系大
学、病院看護部、企業等に利用され、感染予防行動の
啓発活動に貢献した。
本学では、新型コロナウイルス感染予防対策本部を
設置し、緊急対応するために指示系統を一元化して対
策を検討し、実行する体制が整備された。感染対策に
ついては、下間教授（ICD）を中心に事務局が必要物
品を購入し環境を整備し、学内の感染対策が実施され
た。新型コロナウイルスの感染様式は接触感染、飛沫
感染、マイクロ飛沫感染であり、それに応じた感染予
防として手指消毒の徹底、学内でのマスクの着用を教
職員及び学生に求め、スモークテストによって機械換
気の効果及びサーキュレーター使用の効果を確認し、
気流の滞留に対してはさらに扇風機を用いて換気でき
ることを確認した。さらに、食堂のテーブルをパー
テーションで区切り、飛沫感染に対応した。また、共
用部を定期清掃する仕組みを作り、接触感染に対処
した。
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感染拡大に伴い、第 1波の緊急事態宣言では大学に
対する休業要請も発出され、臨地実習施設から学生の
受け入れ中止が通知されるなど、教育方法の変更を余

儀なくされた。対策本部において、教育の質を維持す
ることを念頭に、感染状況を踏まえては 2 ～ 3 か月
前に方針を策定し、1か月前に実施を確認する方法を

表 6　日本赤十字豊田看護学部生と保護者の皆様へ（8月 3日）
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とってきた。講義科目は遠隔授業に切り替え、臨地実
習は履修機会の公平性を念頭に、臨地実習期間を短縮
して再配置を計画し、概ね計画通りに実施できた。臨
地実習の不足時間については、学内実習に切り替えて
1日当たりの学生総数を調整して対面方式で実施する
ことができた。また、全教員が新たな教材作成に尽力

し、遠隔授業が実現した。
大学の方針は、学長から学生と保護者に対し決定事
項をその都度発信し続けた。また、学部長と研究科長
は学生に対してのメッセージを定期的に発信すること
で、決定事項をさらに具体的に伝えてきた。学生に対
する直接的なサポートとして、全てのチューターが定

 
 
 
 

表 7　日本赤十字豊田看護学部生と保護者の皆様へ（8月 6日）
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期的に指導学生にメールを送信して連携をとったこ
と、授業資料を前期・後期に各 4回郵送したこと、通
信費の補助金として前期・後期に各 1 回 10,000 円を
支給するなどを実施した。
学生は、自ら遠隔授業に参加し、課題に取り組み、
期限内に提出する必要が生じた。この機会に、セルフ
マネジメント力が各段に身についた学生がいる一方
で、混乱した学生も存在した。そのため、第 2波によ
る感染者数が減少する後期には対面授業を取り入れ、
学生をサポートする体制をとった。今後、学修に関す
るセルフマネジメント力を育成する方法の検討が課題
として示唆された。
教職員の在宅勤務について、第 1波では 7割を在宅
勤務とするよう調整し、各領域が調整して実施した。
事務局では、自宅から大学のシステムに入ることがで
きないため、勤務時に超過勤務する様子がうかがえ
た。今後、在宅勤務時に大学のシステムに入って、大
学と同様に仕事が実施できる環境構築の課題が示さ
れた。
今回のパンデミックを経験し、対策本部を核に教職

員が組織的に取り組むことが、緊急時には重要であ
り、全教職員の教育への熱意と実行力が際立った。今

回の経験はマイナス面のみではなく、教員は遠隔授業
の方法論を身につけ、オンデマンド教材の制作、Web
会議など否応なく日常的に使いこなすようになった。
今後も、これらのスキルは教育に反映されると思われ
る。さらに、学生は感染予防行動を獲得した。
新型コロナウイルス感染拡大も災害であろう。地球
温暖化は気候変動による自然災害をもたらすが、永久
凍土が溶けると未知のウイルスが解き放たれるとの報
道もある。また、自然破壊は野生動物の生息域を変化
させ、動物由来の未知のウイルスが新たな感染症をも
たらす可能性もある。人は便利さや快適さを追求し、
二酸化炭素を排出し続けてきた。パンデミックを経験
した私たちは、自然破壊や地球温暖化に視野を広げ、
経済的繁栄を求め続ける生活様式を見直す転換期に来
ていると思われる。

文献
中村幸司（2019）．新型インフルエンザから 10 年　い
まパンデミックが起きたら．NHKくらし✧解説，
https://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/319587.
html （2021 年 1 月 11 日）

山岸拓也，神谷元，鈴木基，他（2020）．ダイヤモン

表 8　日本赤十字豊田看護大学新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン

※愛知県の警戒レベルに応じて、本学の「講義・演習・実習」及び「課外活動等」の感染予防対策に関する方針を示す。
※ この指針に基づき、新型コロナウイルス感染予防対策本部の議を経て、愛知県内の情報を総合的に判断し、最終的には学
長が決定する。
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ド・プリンセス号新型コロナウイルス感染症事例
における事例発症初期の疫学．病原微生物検出情
報（IASR）月報，41（7）：106-108.https://www.
niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-reference/2523-
related-articles/related-articles-485/9755-485r02.
html（2021 年 1 月 11 日）

渡邊愛可，野田良博，赤木孝暢，他（2020）．東京
都における新型コロナウイルス感染症確定例 4，
109 例の記述疫学（2020 年 6 月 3 日現在）．病原
微生物検出情報（IASR）月報，41（7），111-113．

文部科学省高等教育局長（2020）．令和 2 年度にお
ける大学等の授業の開始等について．元文科高
第 1259 号，2020 年 3 月 24 日付．https://www.
mext.go.jp/content/20200324-mxt_kouhou01-
000004520_4.pdf（2021 年 2 月 3 日）

文部科学省，厚生労働省（2020）．新型コロナウイル
ス感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校、
養成所及び養成施設等の対応について．事務連
絡，2020 年 6 月 1 日．https://www.mext.go.jp/
content/20200603-mxt_kouhou01-000004520_2.
pdf（2021 年 2 月 3 日）

― 26 ―

日本赤十字豊田看護大学紀要16巻 1号　2021



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


